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『
病
論
俗
解
集
」
は
、
江
戸
前
期
に
刊
行
さ
れ
た
著
者
未
詳
の

医
学
用
語
辞
典
で
あ
る
。
一
六
三
九
（
寛
永
一
六
）
年
刊
行
の

村
上
平
楽
寺
版
が
流
布
本
で
あ
る
が
、
一
六
四
八
（
慶
安
元
）

年
な
ど
の
刊
行
も
確
認
さ
れ
る
。
前
記
寛
永
一
六
年
版
に
一
六

八
六
（
貞
享
三
）
年
刊
行
の
「
病
名
彙
解
」
を
併
せ
た
縮
印
本

が
、
『
病
論
病
名
集
」
の
名
で
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
に
文

史
哲
出
版
社
か
ら
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
に
は
大
阪
の

前
田
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
寛
永
十
六
年
版
は
縦
十
四

叫
横
十
八
ｍ
の
横
本
で
、
本
文
五
十
六
丁
、
後
序
・
刊
記
一

丁
、
都
合
五
十
七
丁
か
ら
な
る
。
有
名
な
『
病
名
彙
解
」
に
先

立
つ
こ
と
五
十
年
、
お
そ
ら
く
わ
が
国
最
初
の
医
学
用
語
辞
典

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

本
書
の
刊
行
元
・
村
上
平
楽
寺
は
、
村
上
浄
徳
が
慶
長
年
間

に
創
業
、
初
め
鞍
馬
口
に
、
次
い
で
二
条
通
玉
屋
町
、
二
条
通

66

『
病
論
俗
解
集
」
に
つ
い
て

永
嶋
泰
玄
・
岩
田
源
太
郎
・
大
井
康
敬

日
本
鍼
灸
研
究
会

車
屋
町
角
へ
移
転
し
た
。
「
病
論
俗
解
集
」
は
二
条
通
王
屋
町
時

代
の
出
版
で
あ
る
。

本
書
で
は
二
文
字
～
四
文
字
程
度
を
主
と
す
る
一
○
六
六
語

を
イ
ロ
ハ
順
に
配
列
し
、
用
語
の
大
半
に
振
り
仮
名
を
附
し
、

概
ね
簡
単
な
和
文
で
解
説
す
る
が
、
時
に
漢
文
を
交
え
る
こ
と

も
あ
る
。
収
録
語
は
、
書
名
か
ら
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
全
て
が

病
證
用
語
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
身
体
部
位
名
や
日
常
用
語

も
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
の
大
略
は
、
蔵
象
・
病

證
用
語
を
中
心
と
す
る
医
学
関
連
用
語
が
五
割
強
、
身
体
部
位

名
が
一
割
弱
、
日
常
用
語
が
四
割
程
度
を
占
め
て
い
る
。
す
な

わ
ち
本
書
は
、
江
戸
中
期
以
降
に
作
ら
れ
た
医
学
用
語
辞
典
、

た
と
え
ば
「
病
名
彙
解
」
や
「
談
疾
語
證
」
「
疾
雅
」
の
よ
う
な
、

採
録
を
病
證
名
や
病
名
に
限
定
し
た
も
の
と
異
な
り
、
医
書
所

載
の
多
彩
な
言
葉
を
広
く
収
録
解
説
し
て
お
り
、
蔵
象
、
病
證
、

身
体
部
位
な
ど
を
網
羅
し
た
総
合
医
学
事
典
の
簡
略
版
の
か
た

ち
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
で
最
も
多
数
を
占
め
る
蔵
象
・
病
證
用
語
の
場
合
、
解

説
の
中
心
は
、
漢
語
の
和
名
へ
の
置
き
換
え
や
主
要
症
状
を
述

べ
る
こ
と
に
あ
り
、
病
の
機
序
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
解
説
す
る
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こ
と
は
少
な
い
。
ま
た
病
證
用
語
の
中
に
は
、
後
代
の
医
学
用

語
辞
典
で
は
採
録
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
「
戦
悌
」
「
沖
沖
」
と

い
っ
た
語
も
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
。
病
證
用
語
以
外
の
医
学

関
連
用
語
で
は
、
経
絡
経
穴
（
「
人
中
」
「
中
院
」
「
経
絡
」
な
ど
）
、

薬
物
名
（
「
松
脂
」
「
芝
麻
」
な
ど
）
、
治
法
（
「
佐
使
薬
」
「
調
気
」

「
導
引
」
「
蟆
鍼
」
な
ど
）
、
脈
状
（
「
尺
脈
實
強
」
）
、
季
節
関
係

（
「
長
夏
」
「
時
令
」
「
天
令
」
「
大
気
」
な
ど
）
が
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
数
は
僅
か
で
あ
る
。
特
異
な
も
の
で
は
、
職
業
名
「
坐
婆
」

や
、
『
史
記
」
扁
鵲
伝
に
見
え
る
「
上
池
水
」
と
い
う
語
が
見
え

る
。
薬
方
名
、
人
名
、
書
名
の
類
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

身
体
部
位
名
で
は
、
五
蔵
名
の
採
録
は
無
い
が
、
六
府
は

「
大
腸
」
「
小
腸
」
「
膀
胱
」
が
採
ら
れ
て
い
る
。
蔵
府
関
連
で
は

他
に
「
心
主
」
「
命
門
」
が
あ
る
。
日
常
語
で
は
、
「
飲
食
」
の

ご
く
日
常
一
般
的
な
も
の
と
、
「
悦
仰
」
「
周
身
」
「
精
微
」
の
よ

う
に
、
医
書
に
使
用
さ
れ
る
も
の
の
両
方
が
見
ら
れ
る
。

本
書
の
編
集
意
図
は
、
巻
末
の
後
序
に
「
此
の
書
の
編
集
す

る
所
以
の
者
は
、
庸
医
菫
蒙
の
爲
め
和
訓
を
加
え
て
以
て
世
に

行
う
な
り
。
故
に
聖
者
は
之
れ
を
用
い
ず
。
然
り
抄
物
一
器
の

如
し
。
唯
だ
此
の
書
は
衆
医
書
に
通
じ
、
病
論
、
昭
著
せ
ざ
る

無
し
。
然
れ
ど
も
蓋
く
は
詳
備
せ
ず
。
漸
く
以
て
之
れ
を
校
べ
、

後
人
、
詳
審
し
て
之
れ
を
改
む
く
し
。
」
と
あ
る
通
り
、
慶
長
年

間
以
降
盛
ん
と
な
っ
た
中
国
医
書
の
翻
刻
と
、
当
時
全
盛
を
誇

っ
た
李
朱
医
学
の
学
習
に
対
応
す
る
目
的
で
、
初
学
者
の
た
め

に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
医
学
辞
典
と
し
て
は
初
歩

的
な
段
階
に
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
医
学
用
語
を

一
冊
の
辞
典
に
ま
と
め
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
先
駆
的
な
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。


